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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月8日(2013.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ａ．長方形の出光窓２ａを下向きに形成した四角形のケース２の上部には前記ケース２の
長手方向の中央において棟８ａが位置するようにして切妻型の雪屋根８を形成したこと、
ｂ．前記ケース２の出光窓２ａには、この出光窓２ａの長手方向に対して直交する凹曲レ
ンズ溝６により波形レンズ面５を内面に形成し、外面を平滑に形成した平板状のレンズ４
を取り付けたこと、
ｃ．前記ケース２内には、前記レンズ４の長手方向に向けて４個のＬＥＤ３を直線状であ
って２列に配設したこと、
ｄ．前記切妻型の雪屋根８内であって、前記ケース２の天板２bとの間の三角形状の空間
８ｂ内には、前記ケース２の長手方向に対して直交する方向に挿入されたポール１０に対
する取付金具９を設けたこと、
ｅ．を特徴とする視線誘導灯。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】視線誘導灯
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に積雪のある路肩を効果的に照明してライン状の照射領域を形成する視線
誘導灯に関する。
【背景技術】
【０００２】
　道路に積雪があると、特に夜間走行時においては路肩の位置が判別できなくなることか
ら、この障害を防止するために道路の路肩上には誘導灯が設置されている例が多い。
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【０００３】
　例えば、特開２０１０－１７４５３０号公報に掲載の視線誘導灯はこの例であって、高
輝度ＬＥＤを光源とする誘導灯を路肩に立設したポールに対して下向きに取り付けて路肩
を照明する例である。
【０００４】
　しかし、この公知例の場合、その照射領域は路肩において円形又はこれに近い輪郭形状
となることから、特に積雪がある場合に光が積雪面に反射して視認効果が弱まることがあ
る。
【０００５】
　また、特開２００１－４０６２５号公報には、路面をライン光となるように照明するた
めに、複数個の発光部を角度を変えて併設することによりライン標示を可能とした路面標
示装置が紹介されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１０－１７４５３０号公報
【特許文献２】特開２００１－４０６２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、上記特開２００１－４０６２５号公報に開示された路面標示装置の場合、複数
個の発光部を使用するためにコストがかかるばかりでなく、いちいち発光部の角度を設置
場所の地形に合わせて調整する必要があり、設置作業に手間がかかる。
【０００８】
　また、特に積雪の多い地方においては所謂地吹雪のような強風が吹き荒れることが多い
ため、発光部の取付角度が風圧により狂ってしまい、ラインが途中で切れたり方向が出な
くなるために定期的に調整点検を行って維持管理する必要がある。
【０００９】
　本発明の目的は、製作コストが安く、維持管理に手間を必要とせず、視線誘導効果の高
い視線誘導灯を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成する本発明の構成は次のとおりである。
【００１１】
　請求項１に記載の発明は、視線誘導灯において、ａ．長方形の出光窓２ａを下向きに形
成した四角形のケース２の上部には前記ケース２の長手方向の中央において棟８ａが位置
するようにして切妻型の雪屋根８を形成したこと、ｂ．前記ケース２の出光窓２ａには、
この出光窓２ａの長手方向に対して直交する凹曲レンズ溝６により波形レンズ面５を内面
に形成し、外面を平滑に形成した平板状のレンズ４を取り付けたこと、ｃ．前記ケース２
内には、前記レンズ４の長手方向に向けて４個のＬＥＤ３を直線状であって２列に配設し
たこと、ｄ．前記切妻型の雪屋根８内であって、前記ケース２の天板２bとの間の三角形
状の空間８ｂ内には、前記ケース２の長手方向に対して直交する方向に挿入されたポール
１０に対する取付金具９を設けたこと、を特徴とするものである。
【００１２】
　上記視線誘導灯は、路肩又はセンターライン又は路面標識をライン状の照射領域により
照明するために用いられる。
【発明の効果】
【００１３】
　この発明によると、光源から出光された光は、レンズの波形の屈折面の作用により波形
の谷の直線方向に対して直交する方向に出光拡散し、路面にベルト状の照射領域を形成す
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ることができる。
【００１４】
　また、誘導灯は、１個でライン状の照射領域を形成できることから、設置コストを安く
抑えることができる。
【００１５】
　また、公知例のように複数の誘導灯の取付角度を調整してライン標示する前記公知例の
ように、強風等で狂った角度を調整すると云った維持管理の手間がかからない。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明に係る視線誘導灯の断面図。
【図２】本発明に係る視線誘導灯の正面図。
【図３】レンズの説明図。
【図４】視線誘導灯を道路に設置した状態の説明図。
【図５】レンズにおける屈折作用の説明図。
【図６】（Ａ）は波形の屈曲面によりライン状に屈折して拡散して形成された照射領域の
説明図、（Ｂ）は幅方向に形成される照射領域の説明図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明の実施例を図１～図６に基づいて詳細に説明する。
【００１８】
　図１は本発明に係る視線誘導灯の内部構造が解る断面図、図２は視線誘導灯の正面図、
図３はレンズの形状が解る斜視図、図４は本発明に係る視線誘導灯を道路において路肩に
設置した状態の説明図、図５はレンズの屈折作用の説明図、図６（Ａ）（Ｂ）はスネルの
法則の説明図である。
【００１９】
　各図において、符号の１は視線誘導灯であって、この視線誘導灯１は、内部に高輝度の
発光ダイオード（以下「ＬＥＤ」という。）３・・・を長方形の出光窓２ａを下向きに形
成したケース２内に出光窓２ａの長手方向に対して４個ずつ２列下向きに内蔵し、かつ前
記ＬＥＤ３・・・の正面であって、前記出光窓２ａには平板状のレンズ４を取り付けた構
成である。
【００２０】
　前記レンズ４は、ＬＥＤ３・・・からの光をスネルの法則に基づきライン状に拡散して
路面に帯状の照射領域を形成することができるように、内面４ａ（ＬＥＤ３・・・側）の
表面には図１、３に示すように出光窓２ａの長手方向に対して直角方向に凹曲レンズ溝６
を平行に同一ピッチで形成した波形のレンズ面５が形成され、外面７は平滑面から成り、
本実施例では透明なアクリル樹脂製であるが、ガラス製を用いることもできる。
【００２１】
　８は前記ケース２の上方に形成された切妻形の雪屋根であって、雪はこの切妻形の傾斜
屋根の作用で積らずに落下して雪害を防ぐことができる。
【００２２】
　なお、前記切妻形の雪屋根８の棟８ａは、出光窓２ａの中央であって長手方向に向けた
た構成である。
【００２３】
　９は、前記ケース２と切妻形の雪屋根８内において、ケース２の天板２ｂに取り付けら
れたポール１０に対する取付金具であって、前記ポール１０の先端側は水平方向に円曲し
ており、この水平部が天板２ｂと雪屋根８間の空間８ｂ内を貫通していて、視線誘導灯１
はこの貫通しているポール１０に対して取付金具９により図４に示すように下向きに取り
付けられる。
【００２４】
　図４において１１はＡＣ電源、１２は太陽電池、１３は矢羽根、１４は路面、１５は路
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肩、１６は路肩表示ライン、１７は積雪を示す。
【００２５】
　次に、レンズ４の光学的な作用を図５、図６に基づいて説明する。
【００２６】
　図５、図６において、ａはレンズ４でライン状に形成された照射領域であって、この照
射領域ａは、レンズ４へ入射された光が、図５及び図６（Ａ）に示すように凹曲レンズ溝
６で屈折し、外面７から出射するときのスネルの法則により長さ（Ｌ）方向の領域を形成
する。
【００２７】
　一方、凹曲レンズ溝６の溝方向に対して平行する入射光は、図５、図６（Ｂ）に示すよ
うに大きく屈折することなく下方へ出射して照射領域ａにおいて幅（Ｗ）方向の領域を形
成する。
【００２８】
　このように波状に形成された凹曲レンズ溝６方向に対して直角に交わる入射光は、図６
（Ａ）の断面図で示すよう、一つの凹曲レンズ溝６に入射する光の入射角が一様ではない
ため、広範囲な屈折角を作り出す。一方で、凹曲レンズ溝６の方向に対して平行する入射
光は、図６（Ｂ）の断面図で示すよう、大きく屈折することなく下方へ出射される。
【００２９】
　線状に発せられる光の大きさは、凹曲レンズ溝６の湾曲の大きさを変えることで光の長
さを任意に変えることが出来、また、凹曲レンズ溝６の方向に複数個の光源（ＬＥＤ３・
・・）を配置することで、光の幅も任意に変えることが出来る。さらに、光源（ＬＥＤ３
・・・）と入射面の距離を変え、凹曲レンズ溝６に入射する入射角を変化させることで、
短距離の場合は細く短い線状で発し、長距離の場合は太く長い照射が得られる。
【００３０】
　以上に説明した視線誘導灯１は、積雪の多い地方の道路において、その路肩１５をライ
ン状に照明するのに最も有効であるが、このライン状に照明することにより有効な対象と
しては、センターラインとか路面に描いた交通標識等をライン状に照明する場合にも有効
である。
【符号の説明】
【００３１】
１ 視線誘導灯
２ ケース
３ ＬＥＤ
４ レンズ
５ 波形レンズ面
６ 凹曲レンズ溝
７ 外面
８ 雪屋根
９ 取付金具
１０ ポール
１１ ＡＣ電源
１２ 太陽電池
１３ 矢羽根
１４ 路面
１５ 路肩
１６ 路肩表示ライン
１７ 積雪
ａ 照射領域
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１】

【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図２】
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